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 Cet essai tente  d'  illustrer sommairement les faits essentiels de  l'evolution  phonetique 
 du latin au  francais, en examinant tous les mots de "La Chastelaine de  Vergi",poeme 

du  XIIIe  siecle. 
 Bien qu'on se borne a  decrire les faits a partir de la  matiere qui apparait dans le 

texte, on voit que dans  1' ensemble on a chance  d'  en retrouver presque tous les 
principaux points. 

 On sait que tout n'est pas encore clair dans le domaine de la  phonetique historique 
de l'ancien  francais. D'ailleurs les datations des changements  phonetiques different 
souvent suivant les chercheurs, mais ce qui importe, c'est la chronologie relative. 

 Dans cet essai,  Voyelles-Premiere partie, on ne traite que les voyelles  innaccentuees, 
en les divisant en deux chapitres, A. Reduction, B. Conservation.

 13世紀のイル ・ド・フランス州のほとんど純粋な言葉で書かれ,中 世北方 フランス語の典型とさ

れる恋愛詩篇 「ヴェルジ城主の奥方」（1）に現われる全ての単語を点検 し,ラテン語か ら古 フランス

語への音韻変化をあとづけ,当 代の古 フランス語か ら中代フランス語を経て近代フランス語に至る

語形の変容を明 らかにする。

 未だ歴史の浅いフランス語の史的音韻論は,音 韻 ・語形などに関 して全てを明白に しているので

はない。語源の定かでない語もあ り,鼻 音化の問題などには未だ定説を成すに至 らない分野 もある。

音韻変化の年代推定も学者に よって異なる場合が多い。しか し,大 切な ことは音韻変化の時代順で

ある。妥当と思われる諸説を付記するにとどめた。

 本論は出発点 としてテキス トが提供す る事実に限らざるを得ないが,全 体 としてその本質を概観

 (1) La Chastelaine de Vergi,  poeme du  XIII°  siècle;  ed, G. Raynaud et L. Foulet, CFMA, 4e 
 ed., 1967.



す ることができる。

 母音Iで は無強勢母音のみを扱い,ラ テン語がフランス語へと推移す る過程で消失する母音 と保

持 され る母音の二つの項に分けて論 じる。

 なお,音 韻変化の例外となる事実は大部分類推による語形の変化によって説明することができる。

可能な限 り脚註に記 して本文の煩雑さを避けた。

 この試論は ソルボソヌ大学のMonsieur Arveillerに 負 うところが多い。



                古 フラ ンス語音 韻 試論

 母音I  無強勢母音

 A.無 強勢母音の消失

 ラテン語がフランス語に変容する過程で,一 般に,ア クセン トのあるラテン語の母音はフランス

語に残るが,ア クセソトのない母音は消失する。

 1.語 末か ら二番 目のアクセントのないラテン語の母音は消失す る（2）。

 Discoperit> descuevre 5,  opera  > uevre 6,  alteru  > autre 13 ,  domina  > dame 
20,  terminu  > terme 32, camera > chambre 37,  cognitu  > cointe(s)43, dicitis> 
dites 75,  similat  > samble 141,  femina  > fame 152,  tremulant  > tramblant 179, 

 rememorat  > rememble 180,  *cupidietat > covoite 225,  desiderat  > desire 225, 
 perdita  > perte 228,  computat  > conte 246,  arbore  > arbre 389,  fabula  > fable 

513,  tabula> table 514,  *sufferit > sueffre 560,  turbulat  > trouble 724,  auricula  > 
oreille 846.

 しか し,母 音 間 の子 音 の脱 落 に よ って 語 末 の 母 音 と二 重 母 音 を 成 し,や が て これ が 単 母 音 化 す る

場 合 が あ る。:Sarcophagu（gr.） 〉 ＊sarcofau＞ ＊sarcofo＞ ＊sarcowo＞sarqueu 937.

 な お,doie 78をdigitaに 由来 す る とす れ ば,弱 音 節 のiは ア クセ ントの あ るiに 融 合 した も の で

あ る。Plait 103も 同様 で あ る:Placitu＞pla（y）yitu＞ ＊Plaito＞ ＊plaido＞plait（3）.

 更 に,－ere動 詞 の不 定 詞 に も この 母 音 の 消失 が み られ る。

 *Essere> estre 2,  facere > fere 96,  dicere > dire 131,  quaerere > querre 169 
(quiere 857),  prendere > prendre 175,  *pendere > pendre 176,  credere > croire 
244,  perdere  > perdre 283,  *conoscere  > (re)connoistre 314,  *tragere  > trere 322, 

 *rendere > rendre 466,  claudere> clorre 477,  vivere> vivre 817.

2. アクセン トのある音節に先行する語中のa以 外の母音は消失す る（4）。

 *Alictmus > aucuns 5
,  verecundia > vergoingne 17,  vir(i)diarium > vergier 

30,  matutinum > matin  150(5),  *bellitate  >  beaute 157,  *dominiclla  > damoisele

（2） こ の母 音 消 失 の時 期 は,各 々の 母 音 と語 の 子 音構 成 な どに よて異 な り,1世 紀 か ら6世 紀 に 及 ぶ。

（3） Cf. Pierre Fouche, Phonetique historique du francais, p.459.

（4） この 母 音 消 失 の時 期 も,語 の 構成 な どに よっ て一 定 して い な い。4世 紀 か ら6世 紀 に 及 ぶ と推定 され る。

（5） この 母 音 の 消失 は,特 に 重 音脱 落 に よる と説 明 され る。Cf. Fouche, Phonet.,p.475.



 255(6),  *malifatius  >  mauves 302,  septimana > semaine 454,  fortimente  > forment 
467(7),  pietatem  >  pitie 612,  medietate  >  moitie 761(8),  sanitate > sante(z) 780(9).

 しか し,こ の母 音 が 閉音 節 に あ る場 合 は 保 持 され る:Suspectione＞soupecon 224α（10）.

 な お,felonie（ ＜ ＊fellonia）680はfelon（ 〈 ＊fellone） の ア ナ ロ ジ ーで あ る。

 ＊Superana＞souveraine 79で は 唇 音 と流 音 の 間 で 母 音 が 保 持 され て い る。

 動 詞 で は未 来 形 と条 件 法 の 語 形 の 形 成 に 於 て,強 音 節 に 先 行 す る語 中 の母 音 の 消 失 が あ る。 未来

形 と条件 法 は ラ テ ン語 の不 定 詞 とhabereの 直 接 法 現 在 及 び 半 過 去 の縮 約 形 との 結 合 に よ って 形成

され,不 定 詞 が 語 幹 と な り,habereの 各 々の 語 形 が 屈 折 語 尾 とな った が,常 に この 語 尾 に ア クセ

ントが置 か れ た 。 従 って,-ere, -ere動詞 のrの 前 のeは 各 々無 音 化 す る。

 *Mittereat  > metroit 32,  *movereat  > movroit 33,  *videreat  > verroit 35, 
 *potereat  > porroit 65,  *perderat  > perdra 276,  *poterat  > porra 290,  *saperat > 

savra 365,  *haberat > avra 554.

 但 し,語 幹 が 唇 音 で 終 る場 合 は 屈 折 語 尾 のrの 前 にeが 現 わ れ る:＊Reciperetis＞receverez

O63.

 -ire動 詞 の場 合 も同様 にrの 前 のiが 脱 落 す る。

 *Veniraio > vendrai 142,  *hatiraio > harrai 494,  *morirta >  morroie 501.

しか し,語 幹 が 子 音 ＋流 音 で 終 る場 合 は このiは 保 持 され る:＊Nutrirea＞norriroie 123.

  Sufferirea＞soufferroieの 場 合 は, pretoniqueの 最 初 の母 音eが 脱 落 し,動 詞 の語

 幹 が 子音 ＋流 音 とな って,eがeと して保 持 され,更 に 音 位 転 換 に よ ってsoffrereaが
               

 soufferroieと な った（11）。

語 尾 に ア クセ ソ トを もつ 不 定 詞 で は語 幹 の母 音 が 消失 す る。

*Auctoricare > otroier  29QÚ H³H´QÛ,  considerare  > consirrer  295QÚ H³HµQÛ , *paraulare > parler

（6）最 初 のpretoniqueのiは 消 失 した が ,二 番 目 のiに 関 して は,こ のiも 消 失 した の か,或 は 保 持 され てe

 とな り,c＋eか ら生 まれ る内 破 子音 のyodと 結 合 して -ei-とな っ た か,い ず れ か で あ る。 Cf. Andre

 Lanly, Fiches de philologie francaise, p.139.

（7）後 に,こ の 語 は 中 代 フ ラン ス語 期 に新 しい 女 性形forteに よ って 消 失 した 母 音 が 復 活 さ れ, fortement

 とな っ た。

（8） こ こで は,i＜ くmediuと の ア ナ ロジ ーに よ って,子 音 の 後 のyが 保 持 され,二 番 目のpretoniqueのe

 が 消失 した 。Cf. Fouche, Phonet., pp.477,493.

（9）Verite（ ＜veritate）241は 学 識語 で あ る。

（10） Cf. Fouche, Phonet., p.487.

（11） Cf. Fouche, Le verbe francais, pp.391－2,402.

（12）＊AuctoricareはFoucheに よ る。 Bourciezは ＊auctorizareを 語 源 と してい る。 Cf. Phonet., P.457;

 E.et J. Bourciez, Phonetique francaise,§148, Remarques II.

  語 中にpretoniqueの 母音 が 二 つ あ る場 合 は,一 般 に,開 音 節 の最 初 の母 音 は 無 音 とな り,二 番 目の 母 音

 は,開 音 節 にあ って も,閉 音 節 に あ って も,保 持 され る。Cf. Fouche, Phonet., p.478.

（13）Considerareの 場 合 は, consideratの 如 く,語 幹 に ア クセ ン トが あ る語 との ア ナ ロジ ー に よ っ て,語 中

 の 最初 のpretoniqueのiが 保 持 され た 。 Cf. Fouche, Phonet., p.478.



300, assimulare >  (r)assambler 471, manducare > mengier  509QÚ H³H¶QÛ , collocare > 
couchier 517,  discoperire > descouvrir 634.

 Demorare＞demorer 36は ＊demoratに 影 響 され て母 音 が保 持 され た （15）。

 -antの 語 形,過 去 分 詞,直 接 法 半 過 去,定 過 去 の 形 成 に於 て も,ア クセ ントの あ る 音 節 に 先 行

す るa以 外 の 語 中 の 母 音 が 消 失 す る。

 Similante(m) > samblant 2,  *conveniante(m) > couvenant 23,  veni6bat > 

venoit 46,  collocata  > couchie 108,  *cominitiavit > commenca  110(16),  *iterante(m) 

> errant 111,  nominavit  > nomma  126,  computatu  >  conte  198,  liberata > livree 
826,  turbulata > troublee 924.

な お,テ キ ス トに はparlerの 命 令 形,接 続 法 半 過 去 の 語 形 もみ られ る。

 Parabolavit > parla 58,  parabolasset > parlast 215,  parabolatis > parlez  504, 

 parabolatu  >parle 506,  parabolante(m) > parlant 507.

3.一 般 にparoxytonの 語 末 のa以 外 の 母 音 は 消失 す る（17）。

 Gentem > gent I,  legale > loial 2,  consllium  > conseil 3,  celare  > celer 3, 
 venit > vient 5, tantum > tant 6, perdit > pert 9,  dictu > dit 14,  devet> 

doit 14,  subinde  > sovent 15,  dolorem  > dolor 17,  amavit  > ama 21,  habuisset> 
 eust 50,  laudo >  lo 70.

 但し,語 末のi,uは アクセントのある母音の直後にあるときは,二 重母音の第二の要素 と して

保持される。

Cui > qui 10,  deu > dieu 61,  pensavi > penssai 194,  fui > fui 410.

 Locu, jocuを 語 源 とす るleu 71, geu 269の 語 末 のuは ラ テ ン語 のuで は な く,-c- に 由 来

す るWを 表 わ す も の で あ る。 ラ テ ソ語 の 語 尾uはoに 開 い て か ら消失 した（18）。

 子 音 ＋流 音 の後 に あ る場 合 は,語 末 の 母 音 は この子 音 群 を 支 え る母 音 と してeの 形 で 保持 され る。

Membrum > membre 179,  ad-retro > arriere  243QÚ H³H»QÛ .

（14）Andre Lanlyは,こ の母 音uに つ い て,そ の 消失 は この 母 音 に ア クセ ン トのあ るmanducatの 如 き語 形

 との アナ ロジ ーに よ って遅 れ た と して い る。Cf. Fiches, P.211;Fouch6, Phonet., P.496.

（15）Cf. Fouche, Phonet., p.497.

（16） 最 初 のpretoniqueのiが 保 持 され た の はinitiareの 影 響 に よる。 Cf. Fouche, Phonet., p.478.

（17）A以 外 の語 末 の 母 音 は7世 紀 か ら8世 紀 に脱 落 した と 推定 され る。Cf. Bourciez, Phonet.,§13, His-

 torique;Fouche, Phonet., p.501.

（18） Cf. Fouche, Phonet., p.506.な お, u＞0の 変 化 は5世 紀 前 半 で あ る。 Cf. Ibid., p.197.

（19）子 音 ＋ 流音 以外 で も語 末 に 母 音 を と どめ る こ とが あ る:Inversus＞enverse 863.



 形 容 詞large 389の 語尾 はlargu＞1arcに 女 性 形 の語 尾 が 付 され た もの で あ る（20）。

 Proparoxytonで もpenultiemeの 弱 音 節 の母 音 が 脱 落 し,子 音 ＋流 音 を支 え るた め に 語 末 の 母

音 が 保 たれ た。

 Essere > estre  2(21),  alteru  > autre 13,  arbore> arbre 389,  *sufferit > sueffre 
560.

 この 語 末 の 母 音eはinsimul＞ensamble 435, traditor＞traitre 201, uter＞outre 870

で は 語 末 の 母 音 の脱 落か ら生 じる子 音 群 を 支 え る母 音 ともな った 。

 Terminu＞terme 32,＊met-ipsimu＞meisme 198な どに 於 て は 第2の ア クセ ントが 母 音 を

保 護 した と考 え られ る。 一 方,quaerre＞querre 169, claudere＞clorre 477, iter＞oirre 915

な どの場 合 はrの 重 複 子 音 を 支 え る母 音 と してeが 保 持 され て い る。

 更 に,cognitu＞cointe（s）43, comite＞conte 76に 於 て はpenultiemeの 母 音 の 消失 が 遅

れ た た め に 語 末 の母 音 が残 され た（22）。

 Seior＞sire 60で は単 音 節 の 語尾 が 弱 ま り脱 落 す る の を 防 ぐた め にrの 後 にeが 付 加 され た も

の で あ る（23）。

 Comme 18の 語 尾eはquomo（ ＜quomodo） のoに 由来 す る の で は な く, quomoと ラテ ン語

の接 続詞etと の複 合 に よ って 現 わ れ た 語 尾 で あ る（24）。

 B. 無強勢母音の保持

1. ラテン語の語末のaは 弱音化 してeと なる（1）。

 Hora > eure 24, terra > terre 170, anima > ame 211, *fallita > faute 321, 

via > voie 362, *targa > targe 390, septimana> semaine 454, lacrima > lerme 

469, bella > bele 613, me(n)sura > mesure 884.

動 詞 の 屈 折 語尾 -t,-ntな ど の前 の 語 末 のaも 同 様 で あ る。

 Precat > prie 100,  portat  > porte 116,  tremulant  > tramblent 179,  *possiat > 

puisse 259, audiat  > oie 437, vivat  > vive 552.

 (20) Cf.  Fouche,  Phonet., pp.505-6.
（21）  Cf.Prendere＞prendre 175, pendere＞ pendre 176, perdere＞ perdre 327, ＊rendere＞

 rendre 466.そ の 他,-ere動 詞 は す べ て -reの 語 尾 とな っ た:Facere＞fere 96, dicere＞dire 131,

 credere＞croire 244, ＊tragere＞trere 322.

 (22) Cf.  Fouche,  Phonet., p.  507 : Bourciez § 14, 3°. 
(23) Cf.  Fouche.  Phonet., p. 654. 

 (24) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 506.
（1）語 末 のa＞eの 変 化 は7世 紀 末 か ら8世 紀 に起 こ った と推定 され る。 そ の 後,こ のe

は15世 紀 に唇 音 化

 して ［oe］（［e］） とな り,語 の 子 音構 成 な ど に よ って一 様 では な いが,17世 紀 の初 め まで に 脱 落 す る。

 Cf. Bourciez, Phonet.,§12;Fouche, Phonet., chap. XII.



 直 接 法 半 過 去 と 条 件 法 の 語 尾 -oie,-oies,-oient;estreとavoirの 接 続 法 現 在soie, soies,

soient;aie, aies, aientの 語 末 の 母 音 も 弱 音 化 す る（2）。

 *Potebam >  pooie 175,  *farea > feroie 176,  (es)ser(e-hab)ebam > seroie 222, 
 habebam > avoie 328,  *morir(e-hab)ebam  > morroie 501,  *sap(i)ebam  > savoie 

502,  *amebam > amoie 739.

しか し,三 人称単数では語末のaは 他の人称 よりかな り早い時期に消失する。

 *Mittereat  > metroit 32,  *movreat > mouvroit  33  ;  tenebat  > tenoit 45, 
 ven(i)ebat > venoit 46;  habeat > ait 151,  *siat > soit 184.

 更 に,tracta＞traite 567な ど過 去 分 詞 の女 性 形 に も 語 末 の 母 音aの 弱音 化 がみ られ る。

 2. ア クセ ントの あ る音 節 に 先 行 す る語 間 のaも 語 末 のaと 同 様 にeに 弱 ま る:Sacramentu＞

serement 219.し か し, caballariu＞chevalier 19はcaballu＞chevalと の アナ ロジ ーに よ

ってaが 保 持 され た （3）。

Mirabilia＞merveille 82で は 母 音aが 消 失 し て い る。 Block-WartburgのDictionnaire

Etymologiqueに よ る と,こ のaは それ を 囲 む 二 つ のiに 同 化 され て ＊miribiliaと な り,更 に,

そ れ に つづく二 つ のiに 同化 され て 消 た え と して い る が,Foucheは, rとvの 間 で このaはeに

弱音 化 して 消 失 す る と推 定 して い る（4）。

 -are動 詞 の 未 来 形 と条 件 法 の形 成 で は,-areのaは 常 に ア クセ ントの あ る母 音 の前 に 位 置 す る

た め にeと して 保 持 され る。

 *Vindicarat > vengera 106,  *demandarea > demanderoie 221,  *inodiarat > 
anuiera 370,  *assimularaont > assambleront 373,  *durarat > durera 452,  *am-
ardio > amerrai 493,  *celarat > celera 679.

Leroie 321の 不 定 詞1aierの 語 源 に は定 説 が な い（5）。

動 詞 の語 尾 -ent,-untの 母 音 は後 に つ づ く子 音 群 を 支 え る。

 Sap(i)unt  (*sapent)> sevent 6,  fecerunt  (Qð ficerunt)> firent 40, jacuerunt > 
jurent 434.

 Amavistis（amastis） ＞amastes 580に 於 て は,二 人 称 単 数amavisti（amasti） ＞amasと の

語 形 の 対 比 を 求 め て-st-を 保 持 す る と 同 時 に,難 しい 語 末 の-sts- の 発 音 を 避 け る た め に 語 末 の 母

音 が 保 た れ た （6）:Dixistis＞deistes 202（7）, audistis＞oistes 625.

 同 様 に,amassem＞amaisse 803はamasti＞amasと の 混 同 を 避 け る た め に 語 末 の 母 音 を

（2） これ らの 語 末母 音 は12世 紀 か ら無 音 化 す る。Cf. Fouche, Phonet., p.517.

(3) Cf. Bourciez,  Phonet., § 17, R.III. 
(4) Cf.  Fouche,  Phonet., p. 511. 
(5) Cf.  Fouche, Le verbe, p. III. 
(6) Cf.  Fouche,  Phonet., p.504.
（7）直 接 法 現 在dicitis＞dites 75に 於 け る語 末 母音 の保 持 は 統 辞 上 の 理 由 に よる。 Cf. Fouche, Phonet.,

 p.507.



保 ったamasses＞ama（i）ssesに よ る。 この 語 末 の母 音 の保 持 に よ って,同 じ接 続 法 半 過 去 の一 ・

二 人 称 単 数 間 の 混 同 も避 け られ た 。

 Donassem > donnaisse 128,  fu(i)Ossem > fusse 192,  dixissem > deisse 207, 
 fecissem >  feisse 208, *tenissem > tenisse 247,  *pre(n)sissem > preisse 777, 

perdissem > perdisse 778,  pensassem > pensaisse 793, durassem > duraisse 804, 
 vidissem > veisse 807.

 3.語 頭 の 母 音

 語 頭 音節 中 の母 音 は一 般 に 保 持 され る が,prehendere＞prendere＞prendre 175で は 語 頭

のeが 縮 約 され て い る。 そ の外,一 つ の子 音 とそ れ に つ づ くrに 狭 まれ た 母 音 が 消失 す る場 合 が あ

る。Directu＞droit 854で はiはeに 開 い て （5世 紀 ） か ら消 失 した の で,第 一 音 節 の 母 音 はr

につ づ く同 じ音 色 の母 音 に 先 行 して い る。

 ＊Veraia＞vraie 134は 統 辞 上 の理 由 に よ る。 つ ま り, lo vrai Dieuの よ うに冠 詞 が 先 行 し,

実 詞 を と もな う場 合 が 多い こ と と,副 詞v（e）raiementのeが い ち は や く無 音 化 した た め にveraiの

頭 母 音 が 縮 約 され た （8）。

 ラテ ン語 の 複 合語 に 由来 す る次 の よ うな 語 に も語 頭 の母 音 の 消 失 が み られ る。

 Ecc(e)-illla  > cele 29,  ecc(e)-hOc  > ce 61,  ecc(e)-istu  > cest 130,  ecc(e)-hac  > 

 ca 243.

 指 示 代 名詞 に 由来 す る定 冠 詞:i1u＞le 7, illa＞la 20.更 に,副 詞iliac＞1a 508で

も頭 母 音 が 消失 して い る。

 動 詞estreの 条 件 法 ＊esser（e）-efat＞seroit 25,未 来 形 ＊esser（e）-at＞sera 371で も 同

様 で あ る。

  語 頭 のA（ 古典 ラテ ン語 のa,a）

 a） 語 頭 の母 音aは 自由 母 音 で も拘束 母 音 で も一 般 に変 化 しな い 。

 Valorem > valor 44,  habere > avoir 90, naturalis > natural 98, *gardinu > 

jardin 378,  parabola  > parole 403,  *assessi  > assis 531,  adventura  > aventure 544, 
talentum > talent 695, sarcophagu > sarqueu 937(9), assaltu > asaut 956.

 未 来 形fera 232が ＊fare－at＞ ＊faraに な ら な か っ た の は, si fera, non feraの 語 群 で,＊fara

の 語 頭 のaが,語 中 のpretoniqueの 母 音 の 如 く扱 わ れ てeに 変 っ た と 説 明 さ れ る（10）
。

 Gravare＞grever 781の 頭 母 音aの 変 化 はgrave＞ ＊greve（ ＞grief 141） の 影 響 で あ る 。
＊Transpassat＞trespasse 274で は 接 頭 辞tra（n）sは ＊de -tras＞detresの よ うな 結 合 で ア ク セ

(8) Cf.  Fouche,  Phonet., p.510.
（9） 中代 フ ラ ン ス語期 に,子 音 の前 のar／erの 発 音 に ま よいが 生 じ, aがeに 変 り,近 代 語 ではcercueil

 と言 う。Cf. Bourciez, Phonet.,§88, R.III.

(10) Cf.  Fouche,  Phonet.,  p.  425  : Bourciez,  Phonet., § 88, R. III.



ントが置かれていたのでtresと なった（11）。

 b） 語頭の母音はアクセントのある母音或はアクセントのない他の母音 と同じように,そ れにつ

づ く鼻子音が外破音であっても内破音であっても,鼻 音化する。 しかし,鼻 子音が外破音である場

合は,鼻 子音の鼻音性が弱いために,そ の後,再 び口母音化する（12）。

 Amare > amer  79QÚ H³HµQÛ , cantione > chanson 294,  angustia  > angoisse 303,  manduc-
are > mengier 509,  sanitate >  sante(z) 780.

£） Lが 子 音 の 前 で 母 音 化 す る と（14）,語頭 のaと 結 合 してau〔o〕 とな る。 cf.脚 註 （53）。

*Mal(i)fatius >  mauves 302,  *al(i)-sic > ausi 821.

d） 語頭のc＋aはaが 自由母音であればeに 閉ざされ,そ の後 eに弱まる（15）。

 Caballariu > chevalier 19,  caminu > chemin 377,  *cadere > cheoir 730.

 e） 語頭のaは それにつづくyodと 結合 して （或は子音＋yodの 場合は子音の前に浸透 して現

われるyodと 結合 して）aiとな り, eに 単母音化 し,更 にeに 閉ざされる（16）。

 Ratione > reson  55QÚ H³H¹QÛ ,  sacramentu  > serement  210(18),  *facebat  >  (<  faciebatQð ) 

fesoit  446(19),  jacere > jesir  569(20), laxare > lessier 770.

 Page（n）se＞pais 7で は,母 音 に 先 行 され るg＋eがyodを 生 じ, gye＞ye のeが 二 重 母 音

化 して三 重 母 音yeiと な って 後, eが 前 後 の母 音 に 同化 してiと な り,母 音 接 続 が 保 た れ た が,そ

の 後aiのaはiに 同 化 して 閉 音 化 した:ai＞ ei＞ei.

（11） Cf. Bourciez, Phonet.,§35, R. IV;§88, R. IV.

（12）語 頭 の 無 強 勢 母音 も強 勢 母音 も,同 じ時 期 に鼻 音 化 した とす れ ば,こ のa＞aは10世 紀 で あ り,口 母 音

 化 も内 破音 の鼻 子 音nの 消失 も,中 代 フ ラン ス語 期 で あ る 。

（13）近 代 語aimerの 語形 はaime〈amatの アナ ロジ ーで あ る。鼻 子音 の 前 の 自由 母 音aは,ア クセ ン トが

 な い限 りaiと は な らな い。 Cf. Bourciez, Phonet.,§88, R. II.

（14） こ の1の 母音 化 の時 期 は,Foucheに よれ ば,11世 紀 末 であ る。 Cf. Phonet., p.318.

（15）Foucheは このaがeに 閉 ざ され るの は,ガ ロ ロマ ン期 で あ り,ア クセ ン トの あ るaや 語 中 のpretonique

 のaがeに 閉 ざ され る よ り後 の こ とだ と述 べ て い る。Cf. Phonet., pp.448-9.

（16）ai＞ei＞e＞e.二 重 母 音aiの 第 一 要 素aが, iの 同化 作 用 に よ ってeに 変 化 した あ と,今 度 は, iがeに

 同化 され 単 母 音化 して eとな る。Foucheに よ る と,12世 紀 か らの こ とで あ る （cf. Phonet., p.258.） 。

そ の 後,こ のeは も う一 度 eに 開 く。 近 代 語 では ［rεo］,［serma］ で あ る。

（17）-ty-は 口蓋 化 して -tsy-とな り,更 に,有 声 化 してか ら, yodが そ の 前 に 浸透 して 現 わ れ る:Ratione＞

 ＊ratsyone＞ ＊radzyone＞ ＊raydzyone.近 代 語raisonの 綴 りは この過 程 を と どめ て い る。

（18） Serementはsairementの 新 しい 書 法 で あ る。

（19）Fesoit（ 近 代 語faisait） は16世 紀 末 か ら ［feze］ と発 音 され た が,そ の 後,未 来 形feraiの 影 響 を うけ て

 ［feze］とな った。 Cf. Bourciez,§90, R.l.

（20） Gesir［zezir］ 】 は13世 紀 頃 ＊jaizir［zezir］ が 弱音 化 した も の と思 われ る。 しか し,16世 紀 以 後 は反 動 と

 して再 び 元 の 強音 母 に戻 され る。Cf. Lanly, Fiches, p.185.



 Gesirの 半過 去jacebat＞gisoit 728で も語 頭 のaは 二 つ のyodと 接 して ＊dzyai-〉 ＊dzyei-〉

＊dzyei-とな り
,こ のyeiに ア ク セ ントの あ る語 の影 響 を うけ てiと な った もの と思 わ れ る。

 な お,sanguinatu＞sainie 900で は, n＋yod＋ 母 音 の 前 の 語 頭 のaが,鼻 子 音 の前 に 浸 透 し

て現 われ るyodと 結 合 してai〔e〕 とな った 。 Cf.脚 註B,（16） 。

f） ラ テ ン語 の子 音 の 消失 に よ っ て語 頭 のaが ア クセ ントの あ るuの前 でeと して保 持 され る（21）。

 *Habuta >  eue 163 ,  *saputu >  seu 329,  *tacutu >  teu 657.

 ＊Traditione＞traison 96, ＊traditore＞trahitor 124, hair （〈hatjan）152, ＊hatina＞

haine 795で は子 音 が 脱 落 してか ら語 頭 のaは そ の ま ま保 持 され た（22）。

 語 頭 のE（ 古 典 ラ テ ン語 のe,e, i）

 a） 語 頭 のeが 自由母 音 で あ る と きはeに 弱 音 化 す る（23）。

 Venisset > venist 36, *demorare > demorer 36,  tenebat > tenoit 45,  demando > 
demande III, *minare > mener 289,  venire > venir 394,  celare > celer 947,  debeatQð  

devoit 947.

 Desiderat＞desire 225,＊fremiit＞fremist 690,＊feriit＞feri 898な ど で は,16・7世 紀

の 学 者 の 反 動 に よ っ て 再 びdesire, fremit, feritと な っ た 。

 接 頭 辞des- （＜dis-） は 子 音 の 前 でeを 保 持 す る:Discoperit＞descuevre 5.な お, defendo＞

desfent 172は こ の 接 頭 辞 の ア ナ ロ ジ ー で あ る （24）。

 b） 語 頭 のeが 拘 束 母 音 で あ る と き はeと な る（25）。

 Vercundia > vergoingne 17,  mercede > merci 61,  *sedreat > serroit 65, 
 *misteriu > mestier 717,  *fellone  > felon (s) 957.

し か しseptimana＞semaine 454で は, eに 弱 音 化 し て い る （26）。

（21） このaは8世 紀 頃eに 弱 音 化 し,そ の 後oeに 唇 音 化 してか ら,12世 紀 の 末 以 降15世 紀 後 半 まで の 間 に無

 音 化 す る:au- 〉 eu-〉 ［oeu］-〉 ［（oe）u］,Cf. Fouche, Phonet., p.520.

（22）Haineは3音 節 の語 で あ る。そ の後, iは 最 も広 い開 母音 の影 響 を うけ て音 の 狭 さが 弱 ま り,e とな って

 aを 同化 し,近 代 語 のhaine［ εn］と な った 。:Haine＞haene ＞heene＞hene（cf.Bourciez,Phonet.,

 §91,H.し か し, hairの 場 合 は,語 尾 を 保 護す るた め に,こ の母 音 持続 の融 合 は 起 こ らなか った 。 近 代 語

 trahisonのhの 綴 りが示 す よ うに, traisonで も母 音 接 続が 保 た れ た の は,こ のhairの 影 響 で あ ろ う。

（23）e＞eへ の 変 化は8世 紀 で あ る。 そ の後,こ のeは15世 紀 中 頃 まで に唇 音 化 し,脱 落 す る。 Cf. Fouch6,

 Phonet., pp.430-1,516.

（24） Cf. Bourciez, Phonet.,§92, R.l.

（25） 閉 音 節 のeは そ の ま ま保持 され て の ち,12世 紀 後 半 eとな る。Cf. Fouche, Phonet., p.430.

（26）Sept（i）mana＞ ＊setmana＞ ＊semmanaで は,語 頭 の音 節 が 二重 子音 -mm-に よ って 閉 音節 で あ る

 に もかか わ らず,eと な るのは,二 重 子 音 の 縮 約がe＞eよ り先 に起 こっ たた め で あ る。 Cf. Fouche, Pho-

 net., p.431.



 な お,＊be11（i）tate＞beauteは 形 容 詞bellus＞beauと の ア ナ ロジ ー で あ る。

 c） 語頭 のe＋ 鼻 子 音 （内 破 音 で も外 破 音 で も） は鼻 音 化 してaと な り,en, em, anな どの 書

法 で 表 わ され る（27）。

 *Venireat  > vendroit  31QÚ HH́ºQÛ, *inodiu> anui  57(29), pensavit > pensa 105,  *vindicarat> 
vengera 106,  invidiosus > envious 201, intendit > entent 391, intrare > entrer 392, 
insimul > ensamble 434, inversus > enverse 863.

d） 語 頭 のeは,自 由母 音 で も拘 束 母 音 で も,特 に 流 音 の前 で,aに な る こ とが あ る。

 Perjurus >  parjurs 266, *perdono > pardon  827(30).

 e）Precare＞proier 127, legale＞1oial 892(31）, medietate＞moiti6761の 場 合 は 語 頭 のe

＋yodが 結 合 し てei＞oiと 変 化 し,13世 紀 に はoiと 綴 られ 〔we〕 或 は 〔wa〕 と 発 音 さ れ た 。

 しか し,exire＞issir 393で は, exit＞istの 如 き 語 幹 に ア ク セ ントを も つ 語 形 の 影 響 を うけ て,

eissir（oissir） がissirに 変 っ た 。

 Proierが 近 代 語prierに 変 容 す る の も,同 様 の ア ナ ロ ジ ー に よ る も の で あ る （32）。

 f） 語 頭 の eがyodに よ っ て 湿 音 化 さ れ た1,nの 前 に あ る と き は, eは 拘 束 母 音 と な り,e に

開 き （cf. b））,-ill-,-ign- と 綴 られ る。

 Seniore > seignor 93, meliore > meillor 886, vigilavit > veilla 149.

 g） 子音が脱落して,語 頭のeが 他の母音と接続す ると,eは 他の語頭の自由母音eの 如 く,e

に弱音化する（33）。

 Videtis> veez  71(34), credutu >  creu 160,  secura > seure 193,  *met-ipsimu > 
 meisme  198(35),  *aetaticu > eage 336,  videre > veoir 521, *viditu > veu  658(36),

（27） eの 鼻 音 化 も10世 紀 で あ るが,aの 鼻 音 化 よ り少 し遅 れ る （cf. Fouche, Phonet., p.358.） 。 eはeに 鼻

 音 化 して の ち,11世 紀 に e＞aに 開 く。

（28）近 代 語 のviendraitは 現 在 形vientに よ って 作 られ た 語形 で あ る。

（29） 鼻 子音 が 外 破 音 で あ る場 合は,鼻 母 音 は16世 紀 に 口母 音 化 す る （cf.語 頭 のA.b） ）が,近 代 語ennuiの 語

 頭 に は ア ナ ロジ ーに よ って鼻 子 音 が 残 され て い る。 これ は 数 少 な い 例 外 で あ る。

（30）前 置詞par（ 〈per） は, per adの 語 群 の 同 化 現 象 に よ って説 明 され る。 ＊Par adか ら単 独 で もparと な

 り,perdonareが ＊pardonareに 変 え られ た こ とか らpardonnerと な った。 Cf. Fouche, Phonet.,p.454.

（31） e＋ 口蓋 音 ＋aの 場 合は,口 蓋 音 に影 響 され てaがeに 閉 じられ,二 重 母 音 化 してieと な り（Bartschの 法

 則 ）,二 重 母 音 の 第一 要 素 が 先 行す る母 音eと 結 合 してeiを 形 成 し,更 にoi＞ ［wa］へ と変 化 す る。

（32） Cf. Bourciez, Phonet.,§95, R. II.

（33）その 後, eが 唇音 化 して消 失 す る の も,他 の 語頭 の 自 由母 音eと 同 様 で あ る。 Cf.脚 註B,（ 23）。

（34） Veezは 強 語幹 人 称 の 語 形 との アナ ロジ ー に よ っ て,15世 紀 頃voyezと な った 。 Cf. Bourciez, Phonet.,

 ｧ96,R. II.

（35）近 代 語memeの 語 源 は ＊met-ipsimuで あ るが, meismeはBourciez（ §96, R.l.） に従 っ て,＊met-

  ipsimuを語 源 と した 。

（36）Cf.脚 註B,（21）。 近 代 語 で は,過 去 分 詞 -euのeはhabutu＞eu以 外 で は す べ て書 法 か ら除 か れ た。



laetitia > leece  780(37).

 Regina＞roine 796は 例 外 で あ る 。 ［reine］は12世 紀 にregem＞rei／roiの 影 響 を う け て,

rei／roiの 如 く ア ク セ ン トがe／oの 上 に 移 動 し,［reine］ 〉 ［roine_,］ か ら ＊［roene］ 〉 ＊［roene］

［rwene］ へ と変 化 した 。 近 代 語 のreine［reine］ は 語 源 へ の 反 動 で あ る（38）。

語 頭 のI（ 古 典 ラテ ン語 のi）

a） 語 頭 のiは,自 由母 音 で も拘 束 母 音 で も,一 般 に 変 化 しな い。

 Fidare > fier 4, villana > vilaine 97,  vivente > vivant 331, ire-habeo > irai 

368,  fidentia  >  fiance 606,  liberata  > livree 826.

 しか し,＊primaria＞premiere 683で はiがeに 弱 音 化 して い る 。 Dicere- （hab）ebam＞

＊direa＞diroie 133の 如 くi＋yodで はiがyodを 吸 収 す る
。

b） 語 頭 のiが ア クセ ントの あ る も う一 つ のiに 先 行 して い る場 合 は,逆 行 異 化 に よ って 語 頭 の

iは 俗 ラ テ ン語 期 にeに 変 り,そ の後 eに 弱 音 化 す る。

 Dixistis >  deistes  202(39),  misisset >  meist 249,  vidissem  >  veisse  807(40).

a） 語 頭 のoは,遅 くて も13世 紀 まで に,［u］ に 閉 ざ され る が,テ キ ス トで はoと 綴 られ る こ と

が 多 い（41）。

 Subinde > sovent 15,  dolore > dolor 17,  Burgun(d)ia > Borgoingne 18, 
 de-morare > demorer 36, plorare > plorer  110(42),  tormentum> torment 235. sola-

（37）近代語 liesseは 形 容詞laetu＞lie 312の 影 響 で あ る。

（38） Cf. Lanly, Fiches, pp.302－3.

（39）二 人 称 単 数dixistiの 屈折 語尾 -istiの 短 母 音iが,語 末 の長 母 音iの 同 化 作 用 に よ っ て,或 は 同時 に 他

 の 動 詞 との ア ナロジ ーに よ って,iに 閉 ざ され,-itiと な っ た ことか ら,二 人 称 複 数 で も,-istisが- 一istis

 に 変 り,異 化 作用i-i＞e-iに よ って,語 頭 のiがeに 変 った 。Dixistis＞ ＊dexistis＞ ＊deysistisは ＊fecis-

 tis＞fesistesの 語 形 との アナ ロジー に よって,＊deisistesで は な く, desistesと な って 現 わ れ,更 に,

 veistesの 語 形 に影 響 され て, s sigmatiqueが 消 失 し, deistesと な った 。 な お, deistesか らdistesへ の 移

 行 につ い て は,単 に 母 音 接続 の縮 約に よ る とも,或 は強 語 幹 人称dis, dist, distrentの 影 響 に よ る と も考

 え られ る。Cf. Fouche, Le verbe, pp.272,287－8;Phonet., p.600;Nyrop, t.2,§182;拙 論 「強 変

 化 型 定 過 去 の 形 成 に於 け る アナ ロジ ー に関 す る人称 間 の連 帯 性 に つ い て」 杉 野 女 子大 学 紀 要15号,p.146.

（40）これ らの 接 続 法 半過 去 で は,定 過 去 の影 響 に よって,ラ テ ン語 の接 続 法 大 過 去 の 屈 折語 尾iが 保 持 され,

 これ が 上 述 の定 過 去 の如 く,異 化 作用 に よ って,misisset＞ ＊ misisset＞＊mesisset＞meist, vidissem＞

 ＊vidissem＞vedissem＞veisseと 変 化 した 。 Cf. Francois De La Chaussee, Initiation a la morp-

 hologie historique de l'ancien francais, P.292.

（41）Foucheは,こ の変 化 を11世 紀 と し （Phonet, p.426.）, Bourciezは,ア クセ ン トの あ る拘束 母 音oと ほ

 ぼ 同 じ く,13世 紀 中 と して い る （cf. Phonet. Phone t.,§99, H.）。

（42） 近 代 語 のdemeurer, pleurerは 語 幹 に ア クセ ン トの あ る語 形 ＊de-morat＞demeure, P1orat＞pleure

  との アナ ロジー に よる。



cius > solaz 285, dormire > dormir  434(43), forti-mente> forment  467(44), volere> 
voloir 564,  voluntate  >  volente  634(45),  *potere>pooir  787(46), mortalis>morteus  881(47).

 ＊Por-pensavi＞porpenssai 132,＊por-captiat＞porchace 309な ど に み られ る 接 頭 辞por- は

pro- の 音 位 転 換 で あ り, pourchasserは 近 代 語 で あ る 。

 しか しouと 綴 られ る こ と も 少 な くな い 。

 Mover(e)-(hab)ebat> mouvroit 33, suspirare > souspirer 109, mostravit > moustra 
510,  *sufferir(e)-(hab)ebam > soufferroie 614, volsisset > vousist 950.

b） 語 頭 のoにyodが つ づ く と,両 者 が結 合 してoiと 綴 られ,13世 紀 に は ［wa］ と発 音 され

る:＊Ad-podiatus＞apoiez 421(48).

 Cogitatis＞cuidiez 318は 例 外 で あ る。 Cogitatisは o に ア ク セ ン トが あ る場 合 と同 じよ うに,

＊coyyitatisに 変 り
,-YY-の 作 用 でoがuに 閉 ざ され た （49）。

 c） 語 頭 のoは ア クセ ン トが あ る場 合 と同様 に,そ れ に つ づ く鼻 子 音 が 内 破 音 で も外 破 音 で も,

鼻 音 化 してon, om［v］ とな る6①。

 Consiliu  > conseil 3,  donata  > donnee  85(51),  nomina(vDt  > nomma 126, contra-

ta > contree 229, considerare > consirrer 295.

語頭のU（ 古典ラテン語の0）

（43）近 代語 では,souvent, douleur, Bourgogne, tourment, vouloirの 如 くouと 綴 ら れ る が, dormirは

 dormit＞dortと の アナ ロ ジ ーに よ りoが 保 持 され た 。

（44） 同 様 に,近 代語 のfortementもforte＞fortの 影 響 で あ る。

（45）書 法 は このoか ら ［u］へ の音 韻 変 化 に常 に一 致 す る もの で は なか った し,中 代 フ ラン ス語 で は,俗 間 の 発

 音 の外 に,学 識 語 と して の 発音 が あ って統 一 を 欠 い た。 近 代 語 のvolonteは,音 韻 変 化 に反 して 採 用 され

 た 多 くの語 の 一 つ で あ る。

（46） ＊Potere＞poeir＞pooirは 母 音 間 の 子音 の 消 失 に よ って, oとe（o） が 母 音接 続 を成 した が,15世 紀

 頃,avoir, devoirと の ア ナ ロジ ーに よ って,両 母音 間 にvが 現 わ れ,母 音接 続 が 消え,近 代 語 で はpouvoir

  とな った。 なお,potuisset＞peust 51の 場 合 は,-tu- が -tw-〉 -dw-〉 -ww- と変 化 し,こ の両 唇 軟 口

 蓋 音の 二重 子 音 に よって 唇 音 化 され た 母音i＞u＞uが,更 に 語 頭 のoを 唇 音 化 して ［oe］ と し, peust

 （poust） と綴 られ,そ の後,こ の ［oe］が 消 失 して,近 代 語 では, put［pu］ とな った:Potuisset＞ ＊potw-

 isset＞ ＊podwisset＞ ＊powwisset＞ ＊powwusset＞ ＊powusset＞po（w）usset＞ ［pousset］〉 ［P（oeu-

 sset］ ＞p（oe）uss（ e） 〉 ［pu］（cf. Lanly, Fiches, p.278.）.

（47）近 代 語 のmortel（ ＜mortale） はmorte＞mortと の ア ナ ロ ジー に よ ってoが 保 持 され た。

（48）＊Ad-podiare＞apoierは 語 幹 に ア クセ ン トの あ る語 形 ＊adpodiat＞appuieと の ア ナ ロジ ーに よ って,

 近 代 語 で はappuyerと な り,過 去 分 詞 も同 様 にappuyeと な った。

（49） Cf. Fouche, Phonet., p.415.

（50） oは12世 紀 後 半,鼻 音 化 してoと な り,13世 紀 にはoに 開 く。

（51）Donataの 如 く, oが 自 由母 音 で あ る と きは,鼻 音 化 した あ と,中 代 フ ラ ン ス語 期 に 口母音 化 す る。 重 複

 子 音 -nn-は この 鼻 音 化 の 名 残 りで あ る。



語頭の uはアクセントがある場合のように,uに 唇音化す る（52）。

 Durare > durer 301,  *pullicella > pucele(te)  727(53).

 語 頭 のAU

語 頭 のauも ア クセ ントが 置 か れ る場 合 と同 じ よ うに, o［o］ に 単 母 音化 す る（54）。

*Gaudire >  joir 181 ,  auricula > oreille 846,  audire>oir  928(55).

（52） u＞uの 口蓋 化 は8世 紀 で あ る。 Cf. Fouche, Phonet., p.205.

（53）古 典 ラテ ン語 のpullicellaが 何 らか の影 響 を うけ てpullicellaに 変 った こ とを 前 提 とす るな ら,先 ず ア

 クセ ン トの あ る母 音 の 前 のiが 消 失 し,そ の 前 にあ る -ll-が -1-に単 純 化 され,子 音 の 前 のc＋ e が 口蓋 化

 して か ら,こ の1が 子 音 の 前 に あ って,母 音 化 しなが ら語 頭 のuに 吸 収 され た:*Pullicella＞ ＊pulce11a＞

 pulkye11a＞pultsye11a＞pultse11a＞pu（1）tse11e ＞puse11e. Cf・Lanly,Fiches,PP.295-6 な お ,テ

 キス トに現 わ れ るpuceleteの 語 尾 -eteは -ittaに 由来 す る指 小辞 で あ る。

（54）au＞oの 単 母 音 化 は5世 紀 の 後 半 で あ る （cf. Fouche, Phonet., p.297.） 。 最 初 に,二 重 母 音 の第 一 要

 素aがuを 同化 してoと す るが,aは このoに 唇 音 化 され,同 化 され て しま う:au＞ ＊ao＞ ＊ao＞o.

（55）Joirやoirの よ うに,こ のoが そ れ に つ づ くも う一つ の母 音 と母音 接 続 を成 す 場 合 は, oは の ち に ［u］

 に 変 化 し,ouと 綴 られ,近 代 語jouir, ouirの 語 形 が 現 われ る。 Cf.語 頭 のO, a）。


